
「千葉県県民活動推進計画（令和５～７年度）案」に対する 

意見と県の考え方 
 

千葉県環境生活部県民生活課 

 

１ パブリックコメント実施期間    令和５年２月８日（水）～３月１日（水） 

２ 意見提出者数（意見の延べ件数）  １人（２件） 

３ 提出された意見の概要と県の考え方 

御意見の概要 県の考え方 

第４章 県民活動を取り巻く情勢と課題 

１－（２）孤独・孤立の問題の深刻化 

内容があまりに淡泊、一面的で、データ

も「孤独感」のアンケート結果のみであり、

「深刻化」と呼べる内容とはいえません。  

果たして「新型コロナウイルス感染症の

拡大」との関連があるのか。あるとすれば

どのような点で変化が見られるか。 

また、その関連とは別に「社会的な孤独

感・孤立」が深刻化しているのか。だとす

ればどのような背景があるか。以上の点を

踏まえて記述してほしい。 

言うまでもなく、孤独と孤立は異なった

概念であり、それぞれしっかり分析すべき

ではないでしょうか。「孤独感」は主観的な

感情であり、必ずしも否定的な状況とはい

えません。社会的な「孤立」については様々

な事象が考えられます。いくつかデータを

分析しながら、丁寧に説明すべきと考えま

す。 

 

 

 新型コロナウイルス感染症が親しい人

との関係や地域・社会とのつながりにどの

ような影響を与えたのかについて明らか

にするため、令和３年に国が実施した調査

結果を掲載しました。 

 また、孤独・孤立が深まっている社会的

背景について追記しました。 

 なお、課題の背景や現状分析について

は、内容が多岐にわたるため、主要な内容

のみを記載しています。 

 

 

 

 

 

 

  
２－Ⅰ－（１）県民活動の理解・参加 

冒頭に「県民活動に関心がある人、実際

に活動している人の割合は共に４割台半

ば。一方で、継続的に活動に参加している

人は 1割程度にすぎない。」とあるが、「す

ぎない」は不適切な表現である。「とどまっ

ている」がよいのでは。 

「継続的に活動に参加」するまで至って

いないわけで、条件や事情が変れば「継続

的に」参加できる人たちが 40％もいるとい

うことを前向きにとらえ、むしろ県は、条

件整備や事情に応じて参加できるしくみ

等を検討すべきではないでしょうか。 

 

 

 ご指摘のとおり修正を行いました。 

なお、県では、継続的な活動につなげて

いくため、体験や活動の機会を提供すると

ともに、ボランティアの受け入れに関して

市民活動団体等への支援を行うなど、各種

取組を推進することとしています。 

 


